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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は､B細胞性リンパ腫の増殖性や治療反応性を予知するための新たな細胞マーカ
ーを検索することを目的として､B細胞活性化因子受容体の1つであるBAFF･Rの発現
をB細胞性リンパ腫患者から得られた検体細胞を対象に解析した結果､BAFF･RはB細
胞リンパ腫の一部に発現し､非腫癌性病変の発現パターンに密接に関連していることを見
出した｡特に節性びまん性大細胞性B細胞リンパ腫ではその細胞増殖能とBAFF･Rとの
発現の関連が明らかになったことから､治療反応性を予測する上で有用な細胞マーカーで
あることが示され､臨床的にも有用なことが期待される｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
